
 がんサバイバーシップ領域の課題把握や、科学的根拠に基づいたケアの導入・普及のための研究活動と、支援を行う研究グループ。

 国立がん研究センターがん対策研究所に事務局を置き、医療者・がん経験者・家族・実装科学の専門家と協働しながら学際的な研究組織を運営。

SaQRA

日本がんサバイバーシップ研究グループ

研究相談・支援 開発マップ

研究セミナーの開催 PPI：患者市民参画

質の高いデビデンスが創出できる研究となるよう、既存組織の枠組みを
超えたメンバーでの支援

■執行委員28名：がん体験者や支援団体代表に加え、多領域の研究者・

専門家および病院管理者らが研究を伴走型支援

■相談件数（2025年度）：11件

■主な相談内容

研究デザイン、調査フィールド、データマネジメント、競争的資金獲得 等

患者のアンメットニーズに応える研究課題の提案

がんサバイバーシップに関する情報発信や、次世代の研究者育成も視野
に入れたオンライン無料セミナー

■１０回/年開催、累計参加者（２０２５年度）：10,410人

■過去のセミナーテーマ例

小児がんの子供に対する心理的支援

アルコール依存症

認知症の人の緩和ケア

医療と宗教

全国がん患者団体連合会をはじめとした患者・家族、支援団体と連携し、
患者の声を反映

■研究相談・支援への参加

■SaQRAの活動内容へのアドバイス

■ホームページのレイアウト・内容のサポート

■SaQRAの会員登録システムの構築

会員：242人（2026年8月）

摂食障害患者における緩和

アスリートの技と脳科学

がん患者のアピアランスケア

逆境での前向き
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SaQRAメンバー構成

■がんサバイバーシップ領域におけるエビデンスの充足状況を可視化し、今後取り組むべき

研究課題の検討につなげる

■全がん連サバイバーシップ委員会調査と、海外のサバイバーシップ研究フレームワークを参

考に、研究領域を29領域に整理

■国内のがん診療ガイドラインからサバイバーシップ関連の臨床疑問を抽出し、領域に分類

■各領域の推奨文についてエビデンスの確実性を整理し、研究・エビデンスが不足している

領域を特定


	スライド番号 1

